
2024年度 第2回例会（Webinar） 

「確実な将来へ： 

長寿リスクとそのリスク管理についての考察 」 

公式ＣＰＤ ： 2.0単位 

＜リスク管理＞ 

すべての先進国で余命の進展がみられるなか、今回の例会では、生命保険会社や年金基金が直面している、ますます

増加傾向にある長寿リスクの課題について考察します。長寿リスクとは何か？今後、余命はどうなっていくのか？保険会社

や年金基金は余命の進展による経済的な影響に悩むことなく、長寿リスクを適切に管理する様々な手法があります。二部

構成にて、グローバルな長寿リスクのトレンドと、その管理手法についてご説明します。 

◆日時 ： 2024年7月23日（火） 18：00 ～ 20：00 

※当日の参加が難しい方のために、後日、録画動画のオンデマンド配信を実施いたします。オンデマンド配信を視聴した場合にも

当日参加と同様、公式CPD単位として反映しますので、当日の参加が難しい方は是非ご活用ください。  

 【8月6日（火）～ 8月19日（月） の期間にオンデマンド配信にて再放送を実施（予定）】 

 再放送の参加方法等は改めてご案内いたします。  

  また、当日の講演動画はeラーニングコンテンツとして掲載予定ですので、当日・再放送ともに参加できなかった方はeラーニング

コンテンツをご活用ください。  

 

◆会場 ： ZoomによるWebinar開催 （定員 先着500名） 

◆講師 ： パトリック・チャン  氏    
                   ＜RGAリインシュアランスカンパニー グローバル・ファイナンシャル・ソリューション部門  

                                               シニア・ヴァイス・プレジデント、ヘッド・オブ・ロンジェビティ・プロダクト＞         

       デイビッド・リポヴィクス  氏   

             ＜RGAリインシュアランスカンパニー グローバル・ファイナンシャル・ソリューション部門 

                                         シニア・ヴァイス・プレジデント、ヘッド・オブ・インスティチューショナル・マーケット＞  

※英語での講演となります。当日は日本語通訳があります。 

◆参加登録 ： 別紙をご参照ください。定員に空きがあれば、開催時刻まで登録は可能です。 

※登録の際にご入力いただく氏名・会員番号・生年月日は、例会当日のCPD単位のための出席確認に利用します（単位集計をより

正確に行う目的で、生年月日のご入力をお願いしております）。お間違えのないよう、正確にご入力をお願いいたします。 

※登録上限を500名に設定しており、上限に到達した場合には登録ができません。参加を取りやめる場合は登録のキャンセルをお

願いいたします。  

◆講演資料 ： 当会会員ホームページからダウンロードしてください（講演当日までに掲載予定 ）。              

◆質疑応答 ： QA・アンケートツールである「Slido」を使用します（詳細は別紙をご確認ください） 。 パソコンでライブ配信を視聴し、スマートフォンで
Slidoを使用することをお勧めします。なお、「Zoom」のQ&Aにご入力いただいた質問も、例会事務局にて「Slido」へ転記します。 

■講師プロフィール 

お問い合わせ：日本アクチュアリー会 事務局 鈴木（suzuki@actuaries.jp）、板倉(itakura@actuaries.jp） 

パトリック・チャン 氏 
パトリック・チャン氏は、ロンドンを拠点に、多数の地域・国に対する長寿リスクに関する商品やリスク、保険数理上の仮定、データ、モデリング等を始めと
する広範な取り組みを管轄されています。年金分野のコンサルティング業務や元受保険会社の個人年金分野を中心に保険業界でキャリアを積まれ、
2012年にRGAに入社後は、ヨーロッパ地域の長寿リスク対応の再保険取引のプライシングに携わられました。商学と応用ファイナンスの学士号、および
金融工学における修士号を取得。英国アクチュアリー会正会員。 
 

デイビッド・リポヴィクス  氏 
デイビッド・リポヴィクス氏は、年金リスク移転や長寿リスク管理のビジネスを管轄され、退職年金等の商品を対象に年金基金や保険会社、銀行に対して
ソリューションを提供する上で、戦略的提携や再保険取引の実行等を責務とされています。グローバルな年金リスク移転ビジネスで10年を超える経験を
積まれ、RGAのヨーロッパ地域を担当するビジネス開発の責務では、英国の保険会社や年金基金を支援する長寿リスク対応再保険や資産リスク管理
において大規模な再保険取引を締結されました。2020年からは米国を拠点にRGAの年金リスク移転ビジネスを支えられています。 
 


